
万国の労働者団結せよ！　万国の労働者と被抑圧民族団結せよ！
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五
月
二
十
七
日
夕
刻
、
Ｇ
７
伊
勢
・

志
摩
サ
ミ
ッ
ト
開
催
を
機
会
に
被
爆

地
広
島
を
現
職
米
国
大
統
領
と
し
て

は
初
め
て
訪
問
し
た
オ
バ
マ
を
、
日

本
政
府
・
メ
デ
ィ
ア
は
歓
迎
一
色
で

迎
え
た
。
ま
る
で
、
広
島
平
和
記
念

公
園
に
お
け
る
オ
バ
マ
の
一
七
分
間

の
演
説
に
よ
っ
て
、
核
兵
器
廃
絶
へ

の
第
一
歩
が
踏
み
だ
さ
れ
た
か
の
よ

う
に
。

ま
た
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
失
敗
を
糊
塗

す
る
た
め
、
世
界
経
済
リ
ス
ク
に
責

任
転
嫁
し
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
を
最
大
限

利
用
し
た
安
倍
政
権
は
、
戦
争
法
を

強
行
突
破
し
た
張
本
人
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
日
米
同
盟
を
「
希
望

の
同
盟
」
と
放
言
し
、
そ
の
強
化
と

戦
後
七
一
年
と
な
る
日
米
「
和
解
」

へ
の
演
出
に
躍
起
と
な
っ
た
。
こ
れ

を
日
米
合
作
・
共
同
脚
本
に
よ
る

「
一
大
シ
ョ
ー
」
と
み
る
の
は
わ
た

し
た
ち
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。

「
和
解
」賛
美
の
俗
論

残
り
少
な
い
大
統
領
職
任
期
と
な
っ

た
オ
バ
マ
の
「
謝
罪
」
な
き
広
島
訪

問
を
め
ぐ
っ
て
の
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
は
じ

め
と
し
た
メ
デ
イ
ア
の
異
様
な
報
道

ぶ
り
に
は
、
日
本
社
会
の
病
根
が
は

っ
き
り
と
示
さ
れ
て
い
る
。

『
毎
日
新
聞
』
五
月
二
十
八
日
付
朝

刊
一
面
で
、
論
説
委
員
長
小
松
浩
は

「
真
の
和
解
へ
の
道
」
と
題
す
る
記

事
を
書
き
、
冒
頭
、「
被
爆
地
で

『
核
な
き
世
界
』
へ
の
決
意
を
示
し

た
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
日
米
両
国

の
真
の
戦
後
和
解
へ
の
第
一
歩
を
刻

ん
だ
と
い
う
点
で
、
歴
史
的
で
あ

る
。」
と
評
言
し
た
。
そ
し
て
結
論

の
前
段
の
箇
所
で
、「
歴
史
を
相
対

化
し
、
ひ
と
つ
の
歴
史
空
間
を
つ
く

り
あ
げ
る
。
そ
の
こ
と
ほ
ど
、
和
解

の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
作
業
は
な
い
。

そ
の
意
味
で
、
日
米
の
和
解
は
、
日

本
と
ア
ジ
ア
の
和
解
を
改
め
て
考
え

る
き
っ
か
け
に
も
な
ろ
う
。
／
『
被

害
者
の
示
す
度
量
と
、
加
害
者
の
慎

み
』。
そ
れ
が
出
合
っ
た
と
き
、
歴

史
の
和
解
が
可
能
に
な
る
と
書
い
た

の
は
、
朴
裕
河
・
韓
国
世
宗
大
教
授

だ
。（『
和
解
の
た
め
に
』
平
凡
社
）

／
20
世
紀
の
歴
史
の
中
で
、
日
本
は

被
害
者
で
も
あ
り
、
加
害
者
で
も
あ

っ
た
。
度
量
と
寛
容
。
慎
み
と
勇

気
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
あ
ら
ゆ
る

国
と
国
の
和
解
の
、
前
提
と
な
る
要

素
で
あ
る
。」
と
書
い
た
。

か
れ
の
思
考
の
根
底
に
は
、
被
害
者

と
支
援
者
の
厳
し
い
責
任
追
及
こ
そ

が
、
日
本
軍
「
慰
安
婦
」
問
題
「
和

解
」
の
障
害
と
な
っ
て
い
る
と
す
る

朴
裕
河
の
論
を
下
敷
き
に
し
て
、
誰

が
誰
を
、
何
故
、
と
い
っ
た
具
体
的

な
歴
史
を
踏
ま
え
な
い
俗
論
が
お
か

れ
て
い
る
。

米
国
で
は
、
広
島
、
長
崎
へ
の
原
爆

投
下
は
戦
争
終
結
を
は
や
め
米
軍
兵

士
の
犠
牲
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と

が
で
き
た
と
い
う
「
原
爆
神
話
」

が
、
い
ま
だ
に
広
く
信
じ
ら
れ
て
い

る
。

第
二
次
世
界
大
戦
末
期
、
熾
烈
な
独

ソ
戦
を
戦
い
抜
き
、
破
竹
の
勢
い
で

東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戦
線
を
進
撃
し
た
ソ

ヴ
ィ
エ
ト
赤
軍
は
、
一
九
四
五
年
五

月
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
牙
城
で
あ

っ
た
ベ
ル
リ
ン
を
解
放
す
る
。
米
国

大
統
領
ト
ル
ー
マ
ン
は
、
日
本
を
無

条
件
降
伏
さ
せ
る
た
め
、
ヤ
ル
タ
協

定
に
も
と
づ
い
て
ソ
連
が
対
日
参
戦

す
る
こ
と
が
と
ど
め
の
一
撃
に
な
る

と
期
待
し
て
い
た
。

七
月
十
五
日
に
は
じ
ま
っ
た
爆
撃
の

爪
痕
生
々
し
い
ベ
ル
リ
ン
郊
外
の
ポ

ツ
ダ
ム
で
の
会
談
に
ト
ル
ー
マ
ン
が

参
加
し
た
主
な
目
的
は
、
ス
タ
ー
リ

ン
に
対
日
参
戦
を
確
約
さ
せ
る
こ
と

に
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
最
中

に
水
面
下
で
進
行
し
て
い
た
米
国
の

初
の
原
爆
実
験
成
功
の
報
を
う
け

る
。
も
は
や
ソ
連
の
参
戦
は
不
要
に

な
っ
た
。
戦
後
の
ソ
連
の
、
日
本
を

ふ
く
ん
だ
ア
ジ
ア
諸
国
へ
の
影
響
力

を
削
ぐ
た
め
、
ト
ル
ー
マ
ン
は
、
日

本
が
降
伏
条
件
（
国
体
の
護
持
）
を

模
索
し
て
い
た
情
報
を
把
握
し
つ
つ

も
、
原
爆
を
投
下
し
た
。
ダ
グ
ラ
ス

‐
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
や
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ

ー
元
帥
で
す
ら
も
「
日
本
は
す
で
に

敗
北
し
て
お
り
、
軍
事
的
に
は
ま
っ

た
く
不
必
要
」
と
考
え
て
い
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
…
…
。
こ
の
形
容
し
が

た
い
大
量
無
差
別
破
壊
兵
器
を
広

島
、
そ
し
て
長
崎
に
投
下
し
た
米
国

政
府
の
責
任
は
免
れ
な
い
。

「
あ
の
閃
光
が
忘
れ
え
よ
う
か

瞬
時
に
街
頭
の
三
万
は
消
え

圧
し
つ
ぶ
さ
れ
た
暗
闇
の
底
で

五
万
の
悲
鳴
を
絶
え
（
略
）」

（
峠
三
吉
『
原
爆
詩
集
』）

い
っ
ぽ
う
沖
縄
を
捨
て
石
と
し
「
本

土
決
戦
」
を
呼
号
し
て
い
た
天
皇
制

軍
部
支
配
体
制
が
、
国
体
護
持
の
た

め
に
無
謀
な
戦
争
終
結
を
遅
ら
せ
、

東
京
大
空
襲
・
沖
縄
戦
・
原
爆
投
下

の
犠
牲
拡
大
を
も
た
ら
し
た
責
任
も

同
様
に
免
れ
な
い
。

わ
た
し
た
ち
は
、
そ
う
し
た
戦
前
の

日
本
軍
国
主
義
に
よ
る
侵
略
戦
争
に

た
い
す
る
戦
争
責
任
追
及
と
、
そ
れ

を
果
た
し
え
て
い
な
い
戦
後
責
任

を
、
常
に
自
覚
す
る
こ
と
か
ら
出
発

す
る
以
外
に
な
い
。

「
核
な
き
世
界
」と
は

七
年
前
の
二
〇
〇
九
年
、
オ
バ
マ
は

プ
ラ
ハ
演
説
に
よ
っ
て
核
兵
器
廃
絶

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
語
り
、
ノ
ー
ベ
ル
平

和
賞
を
受
賞
し
た
。
オ
バ
マ
は
以

後
、
核
兵
器
廃
絶
の
演
説
と
は
裏
腹

に
、
核
兵
器
の
近
代
化
と
そ
の
運
搬

手
段
開
発
と
し
て
今
後
三
〇
年
で
一

兆
ド
ル
の
予
算
を
承
認
し
て
い
る
。

Ｃ
Ｔ
Ｂ
Ｔ
（
核
実
験
全
面
禁
止
条

約
）
の
批
准
も
し
て
い
な
い
（
米
国

の
核
の
傘
に
あ
る
日
本
政
府
も
同
様

だ
！
）。
そ
の
「
未
来
志
向
」
は
信

じ
難
い
。

中
東
政
策
に
お
い
て
は
、
反
テ
ロ
戦

争
を
名
目
に
イ
ラ
ク
、
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
か
ら
の
撤
退
を
膠
着
化
さ
せ
、

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
と
と
も
に
リ
ビ
ア
・
カ
ダ

フ
ィ
政
権
の
暴
力
的
転
覆
、
シ
リ

ア
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
へ
の
介
入
と

反
ロ
シ
ア
政
策
に
み
ら
れ
る
そ
の
戦

争
政
策
は
、
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を
知

ら
な
い
。
強
い
て
積
極
面
を
あ
げ
る

と
す
れ
ば
、
イ
ラ
ン
の
核
開
発
制
限

合
意
が
あ
る
が
、
そ
れ
も
ロ
シ
ア
に

よ
る
仲
介
支
援
が
あ
っ
て
の
こ
と
で

あ
る
。

ア
ジ
ア
で
は
リ
バ
ラ
ン
ス
政
策
の
も

と
、
南
シ
ナ
海
問
題
に
お
け
る
中
国

へ
の
挑
発
と
牽
制
、
中
国
包
囲
網
の

形
成
に
余
念
が
な
い
。
朝
鮮
敵
視
政

策
に
も
と
づ
き
最
大
規
模
の
米
韓
合

同
軍
事
演
習
を
実
施
し
、
朝
鮮
政
府

か
ら
の
休
戦
協
定
を
平
和
協
定
に
転

換
す
る
よ
う
に
と
の
提
案
を
拒
否
し

続
け
て
い
る
。
朝
鮮
半
島
の
非
核
化

で
は
な
く
「
朝
鮮
の
非
核
化
」
を
一

方
的
に
求
め
る
姿
勢
は
、
任
期
内
に

お
け
る
朝
鮮
問
題
の
解
決
を
困
難
に

し
て
い
る
。

沖
縄
に
お
け
る
米
軍
の
占
領
支
配
、

引
き
続
く
施
政
権
返
還
後
の
沖
縄
の

米
軍
基
地
の
現
状
を
み
る
と
、
そ
れ

が
沖
縄
県
民
に
、
日
米
同
盟
強
化
の

橋
頭
保
と
し
て
の
役
割
を
押
し
つ
け

て
い
る
こ
と
が
は
っ
き
り
と
わ
か

る
。

直
近
で
は
、
ま
た
し
て
も
沖
縄
嘉
手

納
基
地
の
元
海
兵
隊
員
に
よ
る
残
忍

な
女
性
レ
イ
プ
殺
害
、
死
体
遺
棄
事

件
が
あ
っ
た
。
沖
縄
に
あ
る
米
軍
基

地
の
存
在
が
、
問
題
の
根
源
で
あ

る
。
そ
こ
に
は
、
米
海
兵
隊
が
沖
縄

に
着
任
し
た
兵
士
ら
を
対
象
に
し
た

研
修
で
、
沖
縄
の
世
論
は
「
地
元
メ

デ
ィ
ア
の
恣
意
的
な
報
道
に
よ
っ
て

色
眼
鏡
で
物
事
を
見
て
い
る
」
と
説

明
す
る
な
ど
、
沖
縄
民
衆
を
見
下
す

よ
う
な
「
軍
事
植
民
地
支
配
者
」
と

し
て
の
感
情
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。

い
ま
、
辺
野
古
・
高
江
の
新
基
地
建

設
に
反
対
す
る
沖
縄
民
衆
の
声
は
、

海
兵
隊
の
沖
縄
か
ら
の
撤
収
要
求
か

ら
、
す
べ
て
の
米
軍
基
地
の
撤
去
へ

と
つ
き
進
ん
で
い
る
。

今
回
の
日
米
首
脳
会
談
に
お
い
て
、

オ
バ
マ
は
遺
憾
の
意
を
表
明
し
た

が
、
明
確
な
謝
罪
も
せ
ず
「
日
米
地

位
協
定
」
見
直
し
に
も
一
切
触
れ
な

か
っ
た
。
安
倍
は
普
天
間
飛
行
場
の

移
設
問
題
は
「
辺
野
古
が
唯
一
」
と

伝
達
し
た
。
わ
た
し
た
ち
は
、
日
米

両
国
政
府
の
犠
牲
者
と
沖
縄
県
民
に

た
い
す
る
不
誠
実
な
態
度
と
、
問
題

先
送
り
の
怠
惰
な
姿
勢
を
許
し
て
は

な
ら
な
い
。

安
倍
政
権
の「
戦
争
国
家

化
」を
許
す
な

い
ま
か
ら
六
六
年
前
、
ポ
ー
ラ
ン

ド
・
ワ
ル
シ
ャ
ワ
で
結
成
さ
れ
た
世

界
平
和
評
議
会
が
、
核
兵
器
廃
絶
の

た
め
の
「
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
・
ア
ピ

ー
ル
」（
一
九
五
〇
年
三
月
）
を
発

し
、
世
界
の
ひ
と
び
と
に
核
兵
器
の

不
使
用
を
訴
え
た
。
ア
ピ
ー
ル
は

「
人
民
の
大
量
殺
戮
と
恫
喝
の
道
具

で
あ
る
原
子
兵
器
が
違
法
で
あ
る
と

宣
告
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
」「
原

子
兵
器
の
厳
格
な
国
際
管
理
を
要
求

す
る
」「
原
子
兵
器
の
使
用
は
、
戦

争
犯
罪
人
と
し
て
扱
わ
れ
る
べ
き

だ
」
な
ど
と
述
べ
、
全
世
界
に
署
名

を
よ
び
か
け
、
短
時
日
に
五
億
人
の

署
名
を
集
め
た
。
一
九
五
〇
年
五
月

の
反
イ
ー
ル
ズ
闘
争
、
十
月
の
反
レ

ッ
ド
パ
ー
ジ
闘
争
を
た
た
か
っ
て
い

た
日
本
学
生
運
動
は
、
新
た
な
全
面

講
和
締
結
と
再
軍
備
反
対
の
た
め

に
、
こ
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
・
ア
ピ

ー
ル
に
呼
応
し
た
平
和
擁
護
運
動
を

展
開
す
る
。

原
爆
投
下
を
賛
美
す
る
ア
メ
リ
カ
映

画
に
た
い
し
て
、
当
時
、
武
井
昭
夫

全
学
連
委
員
長
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述

べ
た
。「
原
爆
投
下
の
賛
美
と
い
う

傾
向
に
た
た
か
い
か
つ
た
め
に
は
、

広
島
、
長
崎
の
悲
劇
が
、
反
フ
ァ
シ

ズ
ム
統
一
戦
線
の
戦
争
目
的
と
は
無

関
係
で
あ
り
、
八
・
一
五
以
後
今
日

に
至
る
日
本
占
領
と
そ
の
植
民
地
化

計
画
へ
の
政
治
的
布
石
で
あ
っ
た
こ

と
、
そ
れ
ゆ
え
、
こ
れ
は
世
界
史
上

か
つ
て
な
い
非
人
道
的
行
為
で
あ
っ

た
こ
と
、
こ
の
歴
史
的
事
実
の
正
当

な
把
握
を
も
必
要
と
す
る
。」（「
日

本
平
和
擁
護
運
動
へ
の
批
判
と
展

望
」）
と
、
原
爆
禁
止
闘
争
と
占
領

下
の
独
立
闘
争
を
結
び
つ
け
る
課
題

を
提
起
し
て
い
た
。

こ
の
先
駆
的
た
た
か
い
に
な
ら
い
、

わ
た
し
た
ち
は
、
日
米
の
軍
事
同
盟

の
強
化
、
日
本
の
戦
争
国
家
化
に
反

対
し
、
反
核
・
反
原
発
の
た
た
か
い

を
、
断
固
進
め
よ
う
。

�

【
逢
坂
秀
人
】

「
謝
罪
」な
き
オ
バ
マ
の
広
島
訪
問

日
米
同
盟
強
化
の「
シ
ョ
ー
」に
騙
さ
れ
る
な

『思想運動』『社会評論』読者拡大実施中
☆『思想運動』『社会評論』を購読される方をご紹介ください。

☆同封の紙つぶて用ハガキにご協力をお願いします。

【今号の主な内容】
〈特集〉元米兵の沖縄 女性暴行殺害事件糾弾！（高嶋伸欣／大館まゆみ）  ２～３面
〈ＨＯＷＳ〉2016年度前期プレ企画・開講講座、盛会裡にスタート！  ４面
〈国際〉朝鮮「制裁」を問う（田沼久男）/論評「オバマ広島訪問の卑劣なねらい」（ぺ‐クムヒ）   ５面
〈反原発〉びわ湖一周デモ成功（稲村守）/福島廃炉作業の現場から―池田実さんの報告   ５面
〈紙つぶて特集〉　　７面/〈文化〉金山明子展をみて（日夏露彦）・書評『リーマンショック以後』  ８面

『
二
十
羽
の
白
い
鳩
』（
一
九
六
〇
年
、ベ
ン
‐
シ
ャ
ー
ン
）『
ラ
ッ
キ
ー
ド
ラ
ゴ
ン
』シ
リ
ー
ズ
の
一
枚
。掲
げ
ら
れ
て
い
る
肖
像
画
は
久
保
山
愛
吉
さ
ん
。

ビ
キ
ニ
被
ば
く
で
国
家
賠
償
訴
訟
　
米
国
に
よ
る
五
四
年
三
月
一
日
の
、
太
平
洋
ビ
キ
ニ
環

礁
で
の
核
実
験
で
は
、
広
島
原
爆
の
一
〇
〇
〇
倍
と
さ
れ
る
水
爆
「
ブ
ラ
ボ
ー
」
が
使
わ

れ
、
第
五
福
竜
丸
の
乗
組
員
二
三
人
が
被
ば
く
し
、
半
年
後
に
久
保
山
愛
吉
さ
ん
が
死
亡
し

た
。
環
礁
の
周
辺
で
は
多
く
の
日
本
漁
船
が
操
業
し
て
い
た
が
、
五
五
年
一
月
、
日
米
両
政

府
は
米
国
が
第
五
福
竜
丸
の
船
員
ら
に
の
み
見
舞
金
を
支
払
い
、
そ
の
後
の
損
害
賠
償
を
要

求
し
な
い
こ
と
で
合
意
、
日
本
は
調
査
を
打
ち
切
っ
た
。
今
回
の
提
訴
は
、
日
本
政
府
が
第

五
福
竜
丸
以
外
の
船
員
ら
の
被
ば
く
量
を
調
査
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
文
書
を

二
〇
一
四
年
ま
で
公
開
し
な
か
っ
た
こ
と
を
違
法
と
し
て
五
月
九
日
に
起
こ
さ
れ
た
。


